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20202020 年２ 月1919日【 水】日【 水】～ ３ 月2424日【 火】日【 火】会 期

香川大学博物館（ 香川県高松市幸町1-1）会 場

休 館 日・ 月曜日、祝日 10： 0 010： 0 0 ～16： 0 016： 0 0開館時間

特別講演 （ 香川大学博物館 第7 7 回ミ ュージアム・ レクチャー）

※ 参加無料、申し 込みはE-m a i l、T EL、FA Xで香川大学博物館まで。定員に空きがあれば当日参加可。

※ 講演終了後、香川大学博物館展示室で講師による展示解説があります。

会 場 香川大学研究交流棟５ 階  研究者交流スペース

演 題 倉田貞美博士の生涯と学問

講 師 田山 泰三（ 全国漢文教育学会評議員・『 倉田貞美著作集』 校訂者）

日 時 2 0 2 0 年３ 月14 日【 土】  13： 0 0 ～14： 3 0

定 員 5 0 名

対 象 一般

入館料入館料

無料無料
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　 倉田貞美博士は、香川大学教授を長く 務められ、多く の学生を指導される一方で、生涯にわたり

漢文学、特に清代末期から中華民国時代に至るまでの漢詩人の作品と時代背景を研究されまし

た。ご自身の卒業論文『 中國現代詩の研究』を常に手元に置かれ、びっしりと加筆を続けられました。

倉田博士は、この時期を研究する漢文学者として国内で唯一無二の存在でした。香川大学におい

ては学芸学部長、教育学部長を経て1970年に香川大学学長に就任されました。教育学部より初め

て選出された学長であり、３年間の任務を全うされました。

　 本特別展では、ご令息の倉田定宣氏による編集によって本年度刊行された『 倉田貞美著作集』に

収録された『 中國現代詩の研究』の直筆原稿を展示します。倉田博士が生涯にわたって研究内容

を記述し 続けた貴重な資料であり、今回初めて公開されます。併せて倉田博士の香川大学での業

績や研究内容も紹介します。また、倉田博士の恩師で『 大漢和辞典』の著者でもある諸橋轍次博士

が倉田博士に贈った書簡や書軸を展示します。さらに、倉田博士の研究テーマである漢字および漢

詩漢文の魅力も紹介します。

特別展について
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『 中國現代詩の研究』直筆原稿

日本語・ 中国語新聞 切抜帳

研究カード

倉田貞美博士揮毫一行書

倉田貞美博士揮毫二行書

倉田貞美博士揮毫色紙

東京文理科大学卒業アルバム

倉田貞美著『 倉田貞美著作集』明徳出版社

倉田貞美著『 清末民初を中心とし た中國近代詩の研究』大修館書店

倉田貞美著『 疚心集』朝日出版

倉田貞美宛諸橋轍次書簡

諸橋轍次揮毫書軸

諸橋轍次揮毫横額（「 心廣体胖」）

諸橋轍次揮毫色紙（「 君子謀道不謀食」）

諸橋轍次著『 大漢和辞典』大修館書店

『 諸橋轍次著作集』第十巻 大修館書店（ 倉田博士著作序文収録）

その他研究実績の紹介
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倉田貞美（ く らたさだよし 、19 0 8 年12月１日生・ 19 94 年５ 月５ 日没） 香川大学第五代学長・ 漢文学者

　 香川県三豊郡大見村（ 現 三豊市三野町）出身。旧香川県立三豊中学校

を卒業後、東京高等師範学校研究科などを経て、東京文理科大学漢文学

専攻を卒業。卒業論文は『 中國現代詩の研究』。指導教授は諸橋轍次博士。

三度の応召を経て1949 年香川大学教授に就任。中国近現代文学の研究を

継続し 、「 醞釀期」ともいう べき清末民初詩壇の実態の全面的究明に取り

組む。19 6 8 年学位論文『 清末民初を中心とした中國近代詩の研究』により

東京教育大学文学博士。香川大学では19 5 9 年より 学芸学部長、19 6 9 年

より 教育学部長、19 7 0 年より 香川大学学長に就任（ 19 7 0 年３ 月１ 日～

19 7 3 年２ 月2 8日）。学生運動の嵐が吹き荒れる中、卓越し た経営手腕で

大学の矜恃を守り 抜いた。19 8 0 年、勲二等に叙され旭日重光章を受賞。

倉田貞美博士 プロフィ ール
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※駐車場がありませんので、公共交通機関もしく は周辺のコインパーキングをご利用下さい。

主催： 香川大学博物館

後援： 香川大学教育学部同窓会 松楠会、香川大学国文学会、全国漢文教育学会、

公益財団法人斯文会

協力： 倉田和務、西山弘子（ 香川大学名誉教授）、

株式会社大修館書店、株式会社明徳出版社

特別展実行委員会： 寺林 優（ 香川大学博物館長）、井上幸恵（ 香川大学博物館）、

古橋紀宏（ 香川大学教育学部准教授）、田山泰三（ 全国漢文教育学会評議員）

お問い合わせ
・

お申し 込み

香川大学博物館
〒7 6 0 -8 5 2 1  高松市幸町1 -1 　 Te l/Fa x： 0 8 7（ 8 3 2 ）1 3 0 0

h ttp ://w w w .m useum .ka gaw a-u .ac.j p /

E-m a i l ： m useum @ a o .k a g a w a-u .a c. j p

会  場

主な展示

●東京文理科大学卒業論文『 中國現代詩の研究』 直筆原稿

●倉田貞美博士の書作品

●アルバム（ 東京文理科大学卒業記念、 香川大学学長時代など）

●倉田貞美博士宛諸橋轍次博士の書簡

●倉田貞美博士嘱諸橋轍次博士の書軸・ 横額 

●中国近現代文学者の紹介 など

http://www.museum.kagawa-u.ac.jp/
mailto:museum@ao.kagawa-u.ac.jp

